大往生 -- 曽祖父慶吾の死 (我はいかにして途上国学徒となりしか 第一六話) by 塩田 光喜
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る政友会政権が成立。蔵相には高橋是清が就任。金本位制から再び離脱し、管理通貨制度に変更。積極財政に転じた。これにより、長年 わたるデフレは解消し、名目ＧＤＰは一九三二（昭和七）年には八・四％の上昇をみせる。その年、五月一五日に 犬飼毅が軍人 暗殺されるが、名目ＧＤＰは増加を続ける。　
曽祖父慶吾は相変わらず、燧
ひうち
灘なだ
のイリコを大阪に卸
おろ
し
ている。
　
一九三四（昭和九）年の九月にも大阪へイリコを運ぶ
と、商売相手の乾物問屋に泊まり、商売相手と将棋を指し
て
い
た
が、
突
然、
「
ウ
ー
ン
」
と
唸うな
る
と、
ド
ウ
と
横
転
し
た。脳出血。即死だった。九月二九日。慶吾らしい豪快な死であった。　
遺い
骸がい
はすぐさま仁尾に運ばれ、一族あげて葬儀を執
と
り
行おこな
っ
た。
行ぎょう
年ねん
五
九
歳。
浮
沈
の
激
し
い
人
生
だ
っ
た
が、
晩
年は荒波を乗り切り成功を収め、大きな遺産を家族に残した。明治の男の生涯であった。　
だが、ここに思 がけない事が起こった。
　
長女のよし江、大阪屋に嫁ぎ、商売を切り盛りしてい
たヨッセさんが寝込んだのである。今日でいう鬱
うつ
病であ
る。　
仁
尾
の
町
の
人
達
は、
「
幼
い
娘
が
死
ん
だ
時
も
寝
込
ま
な
かった人が、親父さんが死んだら寝込んだ」と言って、嗤わら
った。
　
曽祖父慶吾が、男としてどれほど魅力的だったか、こ
の一事を以っても知れる。　
や
が
て、
ヨ
ッ
セ
さ
ん
は、
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
立
ち
直
り、
再
び、大阪屋の切り盛りを始めた（し
お
た
　
み
つ
き
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
　
貧
困
削
減・
社
会
開
発
研究グループ）
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